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料金表

1. 認定・調査手数料
◇申請◇ 生産行程（外国含）

◇調 査◇ 生産行程（外国含）

年 次 項 目 会員 一般

書類確認 ①書類確認料 12,000 円 22,000 円

実地調査 ②実地調査料 31,500 円/日

③検査員派遣費用                          検査員派遣費用参照

報告書作成 ④調査結果報告書作成料 15,000 円

判 定 ⑤判定料 定例（年 3 回の内 1 回） 25,000 円

※ ※最終報告書通知後 10 日以内の単独判定の場合 ※90,000 円～180,000 円

表示監理 ⑥表示監理料 3,000 円

管 理 ⑦認定に関わる管理料 12,000 円

◇生産行程（外国含）認定継続証が必要な場合の発行に関する料金◇

任意による 項 目 会員 一般

継続証の交付 継続証発行料 5,000 円

◇申請◇小分け（外国含）・輸入

表示監理 ⑧表示監理料 3,000 円

管 理 ⑨認定に関わる管理料 12,000 円

新 規 項 目 会員 一般

申請書類 ①申請料（書類審査評価報告等の通知費含） 3,000 円 13,000 円

の審査 ②書類審査料（書類審査報告書作成費含） 22,000 円

実地検査 ③実地検査料 31,500 円/日

④検査員派遣費用                           検査員派遣費用参照

報告書作成 ⑤検査結果報告書作成料 15,000 円

判 定 ⑥判定料 定例（年 3 回の内 1 回） 25,000 円

※ ※最終報告書通知後 10 日以内の単独判定の場合 ※90,000 円～180,000 円

認定証の交付 ⑦認定証発行料 10,000 円

表示監理 ⑧表示監理料 3,000 円

管 理 ⑨認定に関わる管理料 12,000 円

新 規 項 目 会員 一般

申請書類 ①申請料（書類審査評価報告等の通知費含） 3,000 円 13,000 円

の審査 ②書類審査料（書類審査報告書作成費含） 18,000 円

実地検査 ③実地検査料 31,500 円/日

④検査員派遣費用                           検査員派遣費用参照

報告書作成 ⑤検査結果報告書作成料 11,000 円

判 定 ⑥判定料 定例（年 3 回の内 1 回） 21,000 円

※ ※最終報告書通知後 10 日以内の単独判定の場合 ※90,000 円～180,000 円

認定証の交付 ⑦認定証発行料 10,000 円
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◇調 査◇ 小分け（外国含）・輸入

年 次 項 目 会員 一般

書類確認 ①書類確認料 18,000 円

実地調査 ②実地調査料 31,500 円/日

③検査員派遣費用                          検査員派遣費用参照

報告書作成 ④調査結果報告書作成料 1 件 11,000 円

判 定 ⑤判定料 定例（年 3 回の内 1 回） 21,000 円

※ ※実地調査最終報告書通知後10日以内の単独判定の場合 ※90,000 円～180,000 円

表示監理 ⑥表示監理料 3,000 円

管 理 ⑦認定に関わる管理料 12,000 円

◇小分け（外国含）・輸入の認定継続証が必要な場合の発行に関する料金◇

任意による 項 目 金 額

継続証の交付 継続証発行料 5,000 円

◇是正要求に関わる料金 生産行程（外国含）・小分け（外国含）・輸入

是正事項 項 目 金 額

是正要求に対する

回答の書類再審査
書類再審査料 （1回につき） 3,000 円

再実地検査 ※是正要求に伴う実地検査が必要な場合の

再実地検査料（2 時間単位）

9,000 円／2 時間

検査員派遣費用 検査員派遣費用参照

是正要求通知に係

る審査報告書

是正書類審査報告書作成料及び再検査結果報

告書作成料（最終報告含） 各 10,000 円

◇追加申請・変更事項に関する料金 生産行程（外国含）・小分け（外国含）・輸入

変更事項 項 目 会員 一般

変更届に係わる

書類審査

①書類審査料 変更届 1 回につき 5,000 円

（実地検査） ※追加申請・変更届に伴う実地検査が必要な場合 31,500 円/日
（半日又は4時間まで18,000円）

検査員派遣費用（検査毎） 検査員派遣費用参照

報告書 ②追加申請・変更に係る書類審査結果・検査結果報

告書作成料

各 10,000 円

変更内容の判定 ③判定料 （変更又は追加） 15,000 円

※ ※変更届に係る報告書通知後 10 日以内の単独判定の場合 ※90,000 円～180,000 円

変更後の認定証 ④変更後の認定証発行料 5,000 円

の交付

掲示内容の変更 ⑤掲示内容変更料

変更に伴う｢掲示｣の内容変更等の手続費用

3,000 円

※ 判定委員会運営規定参照

<補足>

・上記手数料は国内外の事業者に適用する。

・日本人及び外国人 ASAC 検査員を派遣して検査（調査）を行なった場合の事業者に適用する。

検査は 1 日実働 7 時間（昼食・休憩は含まない）を基本とする。

※複数のカテゴリーを同時に申請する場合又は調査を受ける場合は、検査員（又は調査員）

派遣費用以外はカテゴリー別（有機農産物・有機飼料（農産物）・有機加工食品・有機

飼料（加工）・小分け・輸入）の料金を徴収します。

又、複数のカテゴリーの実地検査で基本時間を越えた場合は「次表特別費用」により

該当する料金を徴収します。

※年次調査の結果継続証が必要な方にはカテゴリー別（有機農産物・有機飼料（農産物）・

有機加工食品・有機飼料（加工）・小分け・輸入）の料金を徴収します。

※ 紛失等による認定証の再交付について カテゴリー別  5,000 円とする。

※ 英語版の認定証書が必要な場合は、カテゴリー別 10,000 円とする。
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◇特別費用（通常業務以外の休日、時間外などに行なう費用）

項 目 備 考 加算額

検査の時間外 1 日 7 時間以上の検査の場合に適用

（1 時間につき 2 割増）

5,400 円／時間

（4,500 円＋900 円）

正検査員時間外派遣費用 1 日 7 時間以上の検査の場合に適用

（1 人 1 時間につき  当日のみ）

3,360 円/時間

（2,800 円＋560 円）

副検査員時間外派遣費用 1 日 7 時間以上の検査の場合に適用

（1 人 1 時間につき  当日のみ）

2,351 円/時間

（1,959 円＋392 円）

休日の検査 土・日・祭日に行なう検査に適用

（平日の５割増）1時間単位

6,750 円/時間

（4,500 円＋2,250 円）

休日の正検査員派遣費用 1 人 1 時間単位 4,200 円/時間

（2,800 円＋1,400 円）

休日の副検査員派遣費用 1 人 1 時間単位 2,939 円/時間

（1,959 円＋980 円）

休日の時間外の検査に関しては、「休日の検査」「休日の正検査員派遣費用」「休日の副検査員派

遣費用」を適用するものとする。

2 判 定
定例認定審査（判定委員会の開催）は各定例講習会最終日（4 ケ月に一度の 3 回/年）よ

り 1カ月以内に開催。

申請者からの要求により上記以外に特別開催する場合は、個別判定料を料金表に基づき徴

収する。

※単独判定委員会（特別）開催は開催希望日より 15 日以上前に本会事務局付で

判定委員会に申込むこと。

  ※ 認定証は日本語とする。

3 検査員派遣費用

＊検査員派遣費用

派遣費用 正 19,600 円/人  副 13,715 円/人
半日 9,800 円/人 副  6,800 円/人

移動日に係る派遣費の額は、下記の通りとする。

  1.国内の現地までの移動料金（検査当日片道 1時間 30 分以上を要する場合含）

  2.国外の現地までの移動料金（上記 1 を含）

半日（4 時間まで） 4,800 円（1 時間 30 分～4 時間まで）1 日 9,600円

・車両使用の場合 100km 以上を適用 ・JR 使用の場合 新幹線・特急の所要時間を適用

宿泊費 国内は 12,000 円／泊（朝・夕食含）・海外は実費相当額とする

宿泊費には、朝食代及び夕食代を含むものとし、昼食代は検査員の負担とする。

＊検査員交通費
区分 旅客運賃

鉄道 船舶 航空機 自動車（自走の場合）

検査員 新幹線・特急・指定席

（グリーン除く）

エコノミー エコノミー 80 円/km

1. 交通費の起点は盛岡市前九年 3-3-17 とする。

2. 車輌使用（自走）の場合は、燃料代、高速料金等がふくまれる。

  レンタカー使用の場合は実費とする。

3. 車以外の検査員派遣交通手段に係る交通費は、目的地までの交通機関（鉄道賃、船賃及び車

賃＜バス代、タクシー代等＞、航空機運賃等）の実費とする。

＊検査員の船舶及び航空機の利用について

エコノミーとありますが、特に海外では、滞在が長くなるほど宿泊費用及び検査員の日当が加

算されるので、エコノミーを選ぶよりビジネスクラスを利用した方が諸経費を合算した場合安

くなる場合もあることを考慮し、状況により申請者と協議の上決定する。

＜例＞週 2 便のみの運行しかなく、エコノミーが満席でビジネスクラスに空席がある場合など、

その時の状況に応じる。


